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•すべてのTeracomセンサーの1-Wireサポート。

•アナログ⼊⼒の設定可能な乗数、オフセット、および⼨法。

監視対象のすべてのパラメータとリレーのステータスは、組み込みデータロガーに定期的に保存できます。あらゆる警報状態の記録を整
理することも可能です。

•HTTPAPIコマンド。

•スタンドアロンのデータロガー

•環境の監視と制御

アナログ⼊⼒の2つは、電流ループ（0〜20mA）または電圧モードのいずれかで切り替えることができます。リレーは、リモート（SMSまた
はHTTP��APIコマンドを介して）またはローカルで（監視対象パラメーターのステータスから）アクティブ化できます。

•0〜10VDC範囲の最⼤4つのアナログ⼊⼒。

•XMLまたはJSONファイルの現在のステータスをリモートサーバーに定期的にHTTP�/��HTTPS投稿します。

•USB、SMS、およびHTTPAPIを介したセットアップ。

•最⼤5つの番号のSMSアラームアラート。

•SCADAシステム

TCG140-4は、4G��LTECat.1ユニバーサルI�/��Oモジュールです。��3Gおよび2Gワイヤレス通信もサポートし、LTE-FDD、DC-HSDPA、HSPA��
+、HSDPA、HSUPA、WCDMA、EDGE、およびGPRSネットワークでのデータ接続を提供します。

•マルチバンド接続。

•MODBUSRTUセンサーのサポート。

ユニバーサルI�/��Oモジュールは、M2M通信を容易にするHTTPAPIをサポートしています。デバイスは、定期的にHTTP�/��HTTPSPostを
XML�/��JSONステータスファイルとともにリモートサーバーに送信します。答えとして、サーバーはリレーのアクティブ化または設定の変更
のためのコマンドを送信できます。

•NOおよびNC接点を備えた4つのリレー。

•USBまたはインターネットを介したファームウェアの更新。

TCG140-4は、Teracomのすべてのデジタルセンサーをサポートしています。

•最⼤2つの電流ループ（4-20mA）⼊⼒。

•最⼤5⼈の電⼦メール受信者に対する電⼦メールアラームアラート。

TCG140-4はSCADAシステムに簡単に統合できます。定期的なHTTP�/��HTTPS��Postは、クライアントサーバープラットフ
ォームに適しています。

•CSV形式のロガーデータを使⽤した定期的なHTTP�/��HTTPSPOSTをリモートサーバーに送信します。

このデバイスは、最短1分の記録時間で標準のデータロガーとして使⽤できます。ログに記録されたデータは、CSVファイル
として専⽤サーバーに定期的にアップロードできます。

このデバイスには、2つのデジタル⼊⼒、4つのアナログ⼊⼒、外部センサー⽤のデジタルインターフェイス、および4つのリレーがあります。

•最⼤70000レコードのデータロガー。

•MQTT3.1.1のサポート。

TCG140-4は、産業⽤⾃動化、データ取得システム、環境モニタリング、電気的および⾮電気的パラメータのローカル制御、ビルディン
グオートメーションなどに適しています。

2つのデジタル「ドライコンタクト」⼊⼒。••
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2.機能

3.アプリケーション

1.簡単な説明
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USBセットアップの動作温度：0〜40°C

EN��61000-3-3：2013��+��EN��61000-3-3：2013�/��A1：2019

4G��LTE：

標準：LTE-FDD、DC-HSDPA、HSPA��+、HSDPA、HSUPA、WCDMA、EDGE、GPRS

B2�/��B4�/��B5�/��B12�/��B13�/��B25�/��B26

B38�/��B39�/��B40�/��B41

3G：

3G：

•環境制限

EN��55024：2010��+��EN��55024：2010�/��A1：2015

動作電圧範囲（IEC62368-1に準拠した-15�/��+��20％を含む）：10〜28��VDC消費電流：0.37A��@��12VDC

バンド（TCG140-4nバリアント）：

B1�/��B2�/��B5�/��B8

バンド（TCG140-4gバリアント）：

2G：

保証期間：3年

重量：470��g

EN��62368-1：2014�/��AC：2017-03：2017、EN��62311：2008

B1�/��B8

•規格と認証

緑：RoHS

バンド（TCG140-4aバリアント）：

4G��LTE：

•��体格的特徴

SIMカードのサイズ：マイクロ

EN��301��489-19��V2.1.1、EN��301511��V12.5.1、EN��301��908-1��V11.1.1、EN��301��908-13��
V11.1.2、EN��301��908-2��V11.1.2、EN��303��413��V1.1.1

保管温度：-25〜60°C

バンド（TCG140-4eバリアント）：

B2�/��B4�/��B5

B1�/��B2�/��B5�/��B83G：

動作温度：-20〜55°C

B1�/��B2�/��B3�/��B4�/��B5�/��B7�/��B8�/��B12�/��B13�/��B18�/��B19�/��B20�/��B25�/��B26�/��B28�/

EN��61000-3-2：2014

•セルラーインターフェース

2G：

B2�/��B3�/��B5�/��B8

4G��LTE：

2G：

•��電源

取り付け：壁とDINレール

EMC：EN��55032：2015��+��EN��55032：2015�/��AC：2016-07��+��EN��55032：2015�/��A11：2020

•��保証

B3�/��B8

4G��LTE：

B1�/��B2�/��B3�/��B4�/��B5�/��B7�/��B8�/��B28�/��B66

3G：

⼨法：158��x��119��x��34��mm

安全性：EN��62368-1：2014��+��EN��62368-1：2014�/��AC1-3：2015��+��EN��62368-1：2014�/��A11：2017��+

B1�/��B3�/��B7�/��B8�/��B20�/��B28

周囲相対湿度：5〜85％（結露しないこと）

RFU：

サポートされていません

B2�/��B3�/��B5�/��B82G：

アンテナコネクタ：SMA-F
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4.仕様
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5.1。実装

5.インストール
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精度：±1％

•リレー出⼒

出⼒電圧：5.0±0.3��VDC最⼤出⼒電流
（両⽅のインターフェースの場合）：0.2A

このデバイスは、資格のある担当者がインストールする必要があります。インストールは、デバイスの取り付け、アンテナの接続、⼊⼒と出⼒の
接続、電⼒の供給、およびWebブラウザーを介した構成で構成されます。このデバイスは、屋外に直接設置しないでください。

モード（アナログ⼊⼒3および4）：電圧/電流（WEBインターフェース選択可能）

サンプリングレート：10ms

接続ラインの過電流保護には、定格3アンペアの外部ヒューズまたは短絡電流制限回路ブレーカーを使⽤する必要があり
ます。

注意！バッテリーを間違ったタイプと交換すると、爆発の危険があります。

最⼩パルス出⼒：定格負荷で0.1Hz

解像度：10ビット

分離：⾮分離

電流モード⽤の内蔵抵抗：410オーム

初期絶縁抵抗：100メガオーム（最⼩）@��500��VDC機械的耐久性：10��000000操作

•��リチウム電池

分離：⾮分離

タイプ：フォームC（NOおよびNC接点）

サンプリングレート：チャンネルあたり500ms（250サンプルの平均値）

•内部フラッシュメモリ

TCG140-4は、不燃性の表⾯の清潔で乾燥した場所に取り付ける必要があります。周囲温度が⾼いと予想される設置には、換気をお勧めし
ます。

⼊⼒範囲：0〜10��VDC、0〜10��mA

デジタルフィルタリング時間：30ms

•デジタルセンサーインターフェース（1-WireおよびRS-485）

注意！��SIMカードをカードスロットに取り付ける前に、PINコードが無効になっていることを確認してください。

注意：デバイスには、リレーの接点ラインに内部過電流保護機能がありません。

モード（アナログ⼊⼒1および2）：電圧

タイプ：ドライコンタクト

電気的耐久性：100000回@��3��A抵抗負荷接触抵抗：最⼤50ミリオーム（初期値）

タイプ：CR1220

タイプ：シングルエンド

•デジタル⼊⼒

耐久性：100��000サイクル（ロガーの任意の保存コマンドまたはフルスクロール（70000レコード））

⼊⼒インピーダンス：1メガオーム（最⼩）

接点電流定格：3��A��@��24��VDC、30��VAC（抵抗負荷）

•アナログ⼊⼒
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5.2。コネクタ
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コネクタ1

ピン5-リレー2付き

隣接する機器からの間隔を維持します。付録Cの図2に⽰すように、すべての側⾯に50��mmのスペースを確保します。これにより、換気と電
気的絶縁が実現します。

コネクタ3RS-485インターフェース

•電源を⼊れます。

ピン7‒NCリレー3

ピン2-リレー1付き

接続先またはその両⽅。

コネクタ5ピン1‒デジタル⼊⼒1

ワイヤが端⼦に正しく接続されていること、および端⼦が締められていることを確認してください。

コネクタ6

正しい配線⼿順は次のとおりです。

電⼒-2.1x5.5、中央正

ピン4‒NCリレー2

ピン3‒デジタル⼊⼒2

•端⼦に配線接続します。

コネクタ21-Wireインターフェース

ピン6‒リレー2なし

ピン8-リレー3付き

制御されたデバイスなしでTCG140-4をテストおよび設定することをお勧めします。

コネクタ4ミニUSB

2つのプラスチック製ダボ8x60mm（例WürthGmbH0912802��002）と2つのダボネジ6x70mm（例WürthGmbH015706��70）を使⽤
して、デバイスを壁に取り付けます。付録C、図を参照してください。機械的な詳細については1。

ピン1��‒��NCリレー1

ピン2‒グラウンド

DINレールの取り付けには、DIN-RAIL-MOUNT-KITを使⽤する必要があります。

不適切な配線と構成は、モジュールまたは機器に恒久的な損傷を引き起こす可能性があります

ピン3‒リレーなし1

注意！配線する前に電源を切ってください。

⼊⼒と出⼒の場所を以下に⽰します。

ピン4‒アナログ⼊⼒1

•電源がオフになっていることを確認してください。
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5.2.2。��1-Wireインターフェース

コネクタ2

5.2.1。電源接続

コネクタ3

TCG140-4_R1.5��‒��2021年12⽉ 6ページ

31線式データ

オレンジ

ピン9‒リレーなし3

接続されていません

51-Wire��+��VDD

ピン9‒アナログ⼊⼒4

TCG140-4は、アダプタSYS1308-2412-W2Eまたは同様のものによって供給されるように設計されており、過電圧カテゴリIIの条件での使⽤を
⽬的としています。電源装置は、⼆次回路の短絡および過負荷に耐える必要があります。

5

緑/⽩トレーサー

ホワイト/グリーン

ピン11-リレー4付き

ピンの説明

コネクタ8SIMカード

対応するUTPワイヤの⾊

接続されていません（左端）

6

⻘/⽩トレーサー

3

ピン6‒アナログ⼊⼒2

2��1-Wire��GND

ホワイト/オレンジ

2

7��+��VDD

ピン8‒グラウンド

4��1-Wire��GND

対応するUTPワイヤの⾊

茶⾊

4⾏B-

オレンジ

ブラウン/ホワイトトレーサー

使⽤中は、装置を電源から切り離しにくい位置に置かないでください。

ピンの説明

コネクタ7GSMアンテナ

61-Wire��+��VDD

ラインA��+

⻘い

1-Wireは、マキシム•インテグレーテッド•プロダクツ社の登録商標です。短い配線で複数のセンサーを接続するように設計されています。⻑距
離やノイズの多い環境には適していません。

ピン5‒グラウンド

TCG140-4に接続されているセンサー（1-WireまたはRS-485）の最⼤数は8つです。

緑

1

ホワイト/ブラウン

接続されていません

このデバイスは、すべてのTeracom1-Wireセンサーをサポートしています。接続されたセンサーが⾃動的に検出され、適切な⼨法が割り当てら
れます。

マルチセンサーシステムには「デイジーチェーン」（線形トポロジー）を使⽤することを強くお勧めします。

ピン10‒NCリレー4

8��GND 茶⾊

緑

ピン12‒リレーなし4

1��1-Wire��GND（左端）

接続されていません

ピン7‒アナログ⼊⼒3

オレンジ/ホワイトトレーサー
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5.2.3。��RS-485インターフェース

5.2.4。デジタル⼊⼒接続
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当社は、Teracom1-Wireセンサーでのみ適切な動作を保証します。

ユーザーは適切なアドレス設定に注意する必要があります。

注意！バスの終了には特別な注意を払う必要があります。チェーンの最後のセンサーには、空きRJ-45ソケットに120オームのタ
ーミネーターが取り付けられている必要があります。ターミネーターはモジュールに付属しています。

RS-485インターフェースははるかに⻑い距離で機能しますが、ケーブルの全⻑を最⼤30mに保つことをお勧めします。

TCG140-4デジタル⼊⼒は「ドライコンタクト」としてのみ使⽤できます。

マルチセンサーシステムの場合、「デイジーチェーン接続」（線形トポロジ）を使⽤する必要があります。

RS-485は、Telecommunications��Industry��Association（TIA）およびElectronic��Industries��Alliance（EIA）によって定義
されたシリアル通信システムの標準です。この規格を実装することで、通信システムは⻑距離および電気的にノイズの多い（産
業⽤）環境で効果的に使⽤できます。

相互接続は、RJ-45コネクタを備えたUTP�/��FTPケーブルによって実現されます。⼀般的なイーサネット配線規格ANSI�/��TIA�/��
EIAT568Bが使⽤されています。

TCG140-4に接続されているセンサー（1-WireまたはRS-485）の最⼤数は8つです。

UTP�/��FTPケーブルのみを使⽤し、ケーブルの全⻑を最⼤30mに保つことを強くお勧めします。⻑距離での機能は実現していま
すが、上記の配線⻑以上でエラーのない動作を保証することはできません。��https://www.maximintegrated.com/en/
design/technical-documents/tutorials/1/148.htmlでマキシムの1-Wireのヒントを読むことをお勧めします。

LANネットワークには標準のパッチケーブルを使⽤することをお勧めします。

注意！デジタル⼊⼒はガルバニック絶縁されていません。

MODBUS��RTUプロトコルは、デバイスのアドレスが1〜247であることを指定します。
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5.2.5。アナログ⼊⼒接続
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外部抵抗を直列に追加することにより、DC10Vを超える電圧を監視することができます。��1メガオームごとに、電圧は5.893Vずつ拡

張されます。外部抵抗は1％以上の精度である必要があります。

現在のモード。

「ドライ接点」という⽤語は、この⼊⼒に、オープンドレインまたはリレー出⼒を備えたデバイス（ドア接点スイッチ、押しボタン、PIR

検出器など）を接続できることを意味します。

アナログ⼊⼒3および4には、⼊⼒と並列に410オームの抵抗を内部的に割り当てることができます。この場合、⼊⼒は0〜20mAの電流

ループセンサーとトランスミッターを直接受け⼊れることができます。

注意！アナログ⼊⼒はガルバニック絶縁されていません。

次の図は、アラームボタンをTCG140-4のデジタル⼊⼒に接続する⽅法を⽰しています。接点の⽚側は「デジタル⼊⼒」に接続され、

もう⼀⽅の側は接続されています

抵抗の切り替えは、ユーザーインターフェイスによって⾏われます。

TCG140-4のアナログ⼊⼒は、最⼤10VDCのDC電圧の監視に使⽤できます。これらは、このようなアナログ出⼒を備えたセンサーや送

信機に直接接続できます。

「GND」端⼦に接続します。

次の図は、0-10Vアナログセンサーがアナログ⼊⼒1に接続され、0-20mA電流ループトランスミッタがアナログ⼊⼒3に接続されてい

る⽅法を⽰しています。アナログ⼊⼒3は

すべてのアナログ⼊⼒の「乗数」、「オフセット」、および「⼨法」により、アナログ出⼒を備えたセンサーを監視し、測定されたパラ

メーターを直接確認することができます。

デジタル⼊⼒の最⼤ケーブル⻑は最⼤30メートルである必要があります。
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•��REL1-REL4��（緑）‒対応するリレーがアクティブになるとLEDがオンになります（NO

次の状態が表⽰されます。

すべてのリレーについて、通常開、通常閉、および共通の接点を使⽤できます。切り替え可能な電流/電圧が指定よ
りも⾼い負荷の場合は、外部リレーを使⽤する必要があります。

アナログ⼊⼒の最⼤ケーブル⻑は最⼤30メートルである必要があります。

連絡先はCOMに接続されています）;

機械式リレーがモーター、変圧器、リレーなどの誘導性負荷を切り替えると、接点が開くたびに電流がリレー接点
に流れます。時間が経つと、これによりリレー接点が摩耗し、寿命が短くなります。誘導負荷を切り替える場合は、リ
レー接点保護装置の使⽤をお勧めします。

•��SIG��（⾚）‒STAとともにデバイスのステータスを⽰します

リレー接点は内部で端⼦コネクタに直接接続されています。

•��STA��（⻩⾊）‒SIGとともにデバイスのステータスを⽰します。

LEDインジケータは、モジュールのステータスを⽰します。

注意！リレーの接点ラインには内部過電流保護はありません。

5.2.6。リレー接続

6.LEDインジケーター
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•ネットワークの検索‒初期化後、SIGはオフになり、STAが点滅します（フラッシュ期間

SIGは2秒間に2回点滅します‒信号強度は21〜40％です。

STAは2秒間に200mSで2回点滅します‒GSMおよび4G�/��3G�/��2G接続があります。

SIGは2秒間に3回点滅します‒信号強度は41〜60％です。
SIGは2秒間に4回点滅します‒信号強度は61〜80％です。

200ms）

同時に、SIGには5つの状態があります。

SIGはオンになっています‒信号強度は81〜100％です。

•モジュールの初期化‒電源を⼊れた後SIGとSTAが1秒間オンになった後、このターンの後

•ネットワークへの接続‒モバイルネットワークへの接続が成功すると、STAは接続のタイプを⽰し、SIGは信号
強度を⽰します。

SIGは2秒間に1回点滅します‒信号強度は0〜20％です。

さらに1秒間オフにします。

STAは2秒間に200msの間フラッシュします‒GSM接続のみがあります。

10ページTCG140-4_R1.5��‒��2021年12⽉
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TCG140-4の初期設定は、Windows7または新しいMicrosoftWindowsオペレーティングシステムを実⾏しているコンピューターを使⽤して⾏
われます。電源投⼊後、モジュールはUSBケーブルでコンピューターに接続する必要があります。��USBケーブルが接続されると、オペレーティン
グシステムは、デバイスとの通信⽤のドライバーのインストールを⾃動的に開始します。次のメッセージが表⽰されます。

STAは1秒間点滅します

-USBシリアルポートドライバー

‒永続的なハードウェアエラー。

•エラーメッセージ‒初期化後にエラーが発⽣した場合、SIGは消灯したままになり、STAが点滅してエラーの種類を⽰します。

-マイクロチップ複合デバイス

‒マスター電話番号が設定されていません。

次のドライバがインストールされます。

STAは2秒間に1秒間永続的に点滅します

何らかの理由でUSBシリアルポートドライバを⾃動的にインストールできない場合は、⼿動でインストールする必要があります。

7.USB経由の初期設定
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⼤容量記憶装置に保存される唯⼀のファイルは、「TConfig」と呼ばれるツールです。このツールは、TCG140-4とPC間の通信を
可能にします。��TConfigツールを起動すると、次のプログラムが表⽰されます。

すべてのパラメーター（センサー、⼊⼒、リレー）について、最⼤15⽂字の説明があります。説明は、「セットアップ-⼊⼒/出⼒」ペー
ジで変更できます。

監視ページには、TCG140-4の現在の⼊出⼒ステータスが表⽰されます。ページには5があります

ドライバーは、www.teracomsystems.comのTCG140-4製品ページからダウンロードできます。ドライバが正常にインストールさ
れると、デバイスは⼤容量記憶装置として認識され、次のウィンドウが画⾯に表⽰されます。

「スタート」ボタンを押すとブラウザが起動し、TCG140-4のモニタリングページが表⽰されます。

セクション‒「1-Wireセンサー」、「Modbusセンサー」、「デジタル⼊⼒」、「アナログ⼊⼒」、「リレー」。

7.1.1。センサーセクション

7.1。モニタリングページ
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デジタル⼊⼒は、モーションセンサー、ドア接点、リレー接点、アラーム出⼒などのディスクリートデバイスの状態を監視するために使
⽤できます。

[設定]->��[センサー]ページの「1-Wireセンサーの設定」セクションで設定できます。

検出されたすべての1-Wireセンサーは、「1-Wireセンサー」サブセクションに表⽰されます。センサーは

説明とステータステキストは、「セットアップ-⼊⼒/出⼒」で変更できます。

デュアルセンサー（湿度-温度）には2つのパラメーターがあります。

すべての⼊⼒のステータスは、テキストと⾊で表⽰されます。

TCG140-4は、最⼤8つのセンサーをサポートします。これらはランダムな⽐率で両⽅のインターフェースに接続でき、[設定]->��[セン
サー]ページの[センサー⽐率の設定]セクションで設定できます。デフォルトでは、MODBUSRTUセンサーの数は4です。

すべてのセンサーには、説明、値、ID、またはアドレス情報があります。説明の⻑さは最⼤15⽂字です。説明は、[設定]->��[条件]ページで
変更できます。

デジタル⼊⼒は10msごとにサンプリングされます。同じ値が3つの連続したサンプル（30ms）で読み取られた場合、⼊⼒ステータス
の変更は有効であると⾒なされます。

このページには2つのセンサーサブセクションがあります。1つは1-Wireセンサー⽤で、もう1つはMODBUSRTUセンサー⽤です。

すべてのMODBUSRTUセンサーは、「Modbusセンサー」サブセクションに⽰されています。センサーは、[設定]->��[センサー]ページ

の[ModbusRTUセンサー]セクションで追加および設定する必要があります。

7.1.2。デジタル⼊⼒セクション

7.1.3。アナログ⼊⼒セクション
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このセクションには、リレーの現在の状態が表⽰されます。各リレーは、監視対象パラメータのステータスからリモートまたはローカルでアク
ティブ化できます。ローカルでアクティブ化されたリレーの場合、ボタンではなく、制御パラメーターを説明するテキストが表⽰されます。

ローカルリレー起動のパルス持続時間とパラメータは、「設定->⼊⼒/出⼒->リレー出⼒」でリレーごとに個別に設定できます。

アナログ⼊⼒はより速くサンプリングされますが、新しい実際の値は0.5秒で変更されます。値の変化の間の250の読み取り値はすべて平均
化されます。

「マスター」には、SMSコマンドを使⽤してデバイス設定を変更する特別な権限があります。この番号は常にSMSアラームメッセージを受信
します。

残りの4⼈の受信者は、いずれかのパラメーターがアラーム状態の場合にSMSメッセージを受信できます。すべての番号のSMSメッセージを
受信するには、[アラーム通知]チェックボックスを有効にする必要があります。これらの4⼈の受信者は、SMSでパラメータの状態/値を要求す
ることもできます。

SMSは信頼できる通信ではないため、監視テクノロジとしてはお勧めしません。

「テストSMSの送信」ボタンを押すと、すべてのSMS受信者がテストSMSを受信します。

すべてのアナログ⼊⼒の「ユニット」、「乗算器」、「オフセット」は、「セットアップ->⼊⼒/出⼒」セクションで設定できます。

アナログ⼊⼒は、DC電圧源（アナログセンサー、バッテリー、電源、ソーラーパネルなど）の監視に使⽤できます。

すべてのコマンド、それらの構⽂、および回答は、「SMSによるセットアップ」で説明されています。

このセクションでは、SMSアラームの受信者を設定できます。

アナログ⼊⼒3および4は、0〜20mAの電流ループセンサー/トランスミッターの監視にも使⽤できます。モードは「設定->⼊⼒/出⼒」セクシ
ョンで変更できます。

7.2.1。��SMS
7.2。設定

7.1.4。リレー部
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7.2.2.2。��1-Wireセンサーのセットアップ

7.2.2。センサー

7.2.2.3。��MODBUSRTU通信のセットアップ

7.2.2.1。センサー⽐の設定

⾒つかったすべてのセンサーは、⼀意のID番号を参照して昇順で表⽰されます。

1線式センサーを特定の位置にロックすることが可能です。これを⾏うには、すべてのセンサーを1つずつ追加する必要があり
ます。追加するたびに、新しいスキャンを実⾏し、新しく検出されたセンサーをその位置にロックする必要があります。すべての
センサーがロックされている場合、「中央」のセンサーを1つ削除しても、リセット後に他のセンサーの位置は変更されません。
このオプションは、TCG140-4がHTTPAPIコマンドによって管理される監視および制御システムの⼀部として使⽤される場
合に⾮常に役⽴ちます。

1-WireセンサーとMODBUSRTUセンサーの⽐率はここで設定できます。デフォルトでは4：4です。

セクションの右側には、MODBUSRTUインターフェースをスキャンするためのツールがあります。スキャン時間を最適化する
には、適切なセンサータイムアウトとアドレスセグメントを設定する必要があります。この後、
ページ下部の「保存」ボタンを押す必要があります。

TCG140-4は、RS-485インターフェースを介したMODBUSRTUをサポートします。このインターフェースに接続されているす
べてのセンサーは、同じ通信設定で動作する必要があります。

接続された1-Wireセンサーの検出は、電源投⼊後または「スキャン」ボタンによって⾏われます。

デフォルトでは、TCG140-4はMODBUS��RTU設定の標準（19200、E、1）で動作します。
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7.2.2.4。��MODBUSRTUセンサー

通信設定

7.2.2.5。センサーセットアップツール

7.2.2.5.1。

TCG140-4は、応答タイムアウトが10〜500msのMODBUSRTUセンサーをサポートします。
新しいセンサーのデフォルトの応答タイムアウトは100msです。センサーの製造元が保証する最⼩応答時間を使⽤する
ことをお勧めします。すべてのセンサーに対して選択された応答タイムアウトの合計が、システムの最⼤応答タイムアウ
トを形成します。

ポーリング時間は、同じセンサーの2つの連続した読み取り間の時間です。選択したポーリング時間によって、システムの
反応時間が決まります。デフォルトでは1秒です。

重要：最⼤応答タイムアウトは、ポーリング時間より短くすることはできません。

ツールのリンクは、ModbusRTUセンサーの段落の下部にあります。センサー通信設定の変更や、レジスターからの情報
の読み取りに使⽤できます。

⽣データの以降の処理はすべて、次の形式で⾏われます。

このセクションは、⼀般的なMODBUSRTU通信のセットアップに似ています。唯⼀の新しいフィールドはセンサーア
ドレスです。

•データ型float、16ビット符号なし整数および16ビット符号付き整数の浮動⼩数点。

浮動⼩数点形式は24ビット仮数です。

TCG140-4は、TeracomおよびサードパーティのMODBUSRTUセンサーをサポートします。

このセクションでの設定の変更は記憶されておらず、TCG140-4の⼀般的な設定は変更されません。

•データ型32ビット符号なし整数および32ビット符号付き整数の場合は浮動⼩数点または整数。

すべてのセンサーについて、適切なMODBUS��RTUアドレス、レジスタアドレス、データ順序、およびデータタイプを設定
する必要があります。すべての変更を保存する必要があります。��「Rawvalue」列の設定に問題がない場合は、正しい
データが表⽰されます。

浮動⼩数点形式は24ビット仮数です。

整数形式の場合、乗数とオフセットを使⽤した計算は切り捨てられます。
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7.2.2.5.3。

7.2.2.5.2。

センサーレジスタチェック

センサー通信レジスター設定
ツールのこの部分は、センサーの通信レジスタのステータスを確認および変更するために使⽤されます。

ツールのこの部分は、⼀般的なセンサーレジスタチェックに使⽤されます。
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7.2.3。⼊出⼒

7.2.3.3。アナログ⼊⼒

7.2.3.2。デジタル⼊⼒

7.2.3.1。センサー

および電⼦メールアラート。

MU��+��OF

センサーごとに、説明、最⼤15個の記号を設定できます。これらの説明は、監視ページ、条件ページ、XML�/��JSONデータ、SMS、
および電⼦メールアラートに表⽰されます。

⼀部のセンサーでは、フィールド「Unit」、「Multiplier」、および「Offset」を使⽤して、⽣の値を意味のある単位に変換で
きます。スケーリングされた値は、次のように計算されます。

アナログ⼊⼒ごとに、説明、最⼤15個の記号を設定できます。これらの説明は、監視ページ、条件ページ、XML�/��JSONデータ、
SMS、および電⼦メールアラートに表⽰されます。

すべてのデジタル⼊⼒に対して、最⼤15個の記号と状態、最⼤15個の記号を設定できます。

*

これらの説明は、監視ページ、条件ページ、XML�/��JSONデータ、SMS、

SV��[Un]��=��RVこ
こで、SV��‒スケ
ーリングされた（表⽰された）値。��
Un��‒ユニット;��RV��‒センサーからの⽣
の値。��MU��‒乗数;��OF��‒オフセット。
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SV��[Un]��=��RVこ
こで、SV��‒スケー

リングされた（表⽰された）値。��Un��‒
ユニット;��RV��‒ソースからの⽣の電圧。��
MU��‒乗数;��OF��‒オフセット。

同じ値がデータシートに書き込まれます。

*

例：湿度セ
ンサーHIH-4000-003の場合、次のデータ（データシートから）が利⽤可能です。

OF��=��MU2

番⽬のポイントについても同じ結果を計算できます。

VOUT��=��0.826 0％RHで

OF��=��MU��*（0��‒��VOUT2）+��RH2��=��31.745��*（0-3.198）+��75.3��=��-101.52��+��75.3��=��-26.22

31.745��‒��26.22��=��26.22��‒��26.22��=��0％RH

このセンサーの場合、式は次のようになります。

75.3％RHで

SV��=��RV *

VOUT��=��3.198

すべてのアナログ⼊⼒について、フィールド「Unit」、「Multiplier」、および「Offset」を使⽤して、⽣の電圧/電流を意味のある
⼯学単位に変換できます。スケーリングされた値は、次のように計算されます。

⽣の値は、センサーの出⼒の電圧です。実際には、電圧ではなく相対湿度（スケーリング値）を知る必要があります。乗数とオ
フセットを計算するには、2つの関係で⼗分です。それらがわかれば、動作範囲内のすべての電圧に対応する相対湿度を計算
できます。

*

31.745��‒��26.22

乗数（MU）は、このセンサーのΔY/ΔXとして計算されます。ΔRH％/ΔV：MU��=（75.3-0）/

（3.198-0.826）=��75.3�/��2.372��=��31.745％RH�/��V

MU��+��OF

オフセットは、既知の乗数とポイントの1つの関係から計算されます。

VOUT��=��0.826��V（0％RH）を確認します。

SV��=��0.826

*（0��‒��VOUT1）+��RH1��=��31.745��*（0-0.826）+��0��=��31.745��*（-0.826）=��-26.22
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7.2.3.4。リレー出⼒

上記のセクションのすべての変更は、「保存」ボタンを押すことで保存されます。

ローカルアクティベーションの場合、さまざまなソースのアラーム条件が使⽤されます。これらは、「設定->条件」セク
ションで設定されます。リレーにパラメータを割り当てるには、次の選択肢があります。

すべてのリレーは、SMS�/��HTTP��APIによってリモートでアクティブ化することも、監視対象パラメーターのステータスからローカルでアクテ
ィブ化することもできます。この設定は、[アクティブ化元]ドロップダウンメニューから⾏います。可能なオプションは次のとおりです。

•アラーム。リレーは、任意のアラーム状態でアクティブになります。

•アナログ⼊⼒？。リレーは、指定されたアナログ⼊⼒によって測定された値と、「設定->条件」で指定された範囲
のルールからアクティブになります。疑問符は1から4までの数字をマスクします。

•ローカルアクティベーション。

パルス幅はリレーごとに異なる場合があります。分解能は0.1秒、最⼤パルス値は3600秒です。

>条件」。疑問符は1から8までの数字をマスクします。

•デジタル⼊⼒？。リレーは、指定されたデジタル⼊⼒の状態に従います。疑問符は1から2までの数字をマスクし
ます。

許可された番号またはHTTPAPIコマンドの送信。

リレーごとに、説明を最⼤15⽂字まで設定できます。これらの説明は、監視ページ、XML�/��JSONデータ、SMSおよび電
⼦メールアラートに表⽰されます。

•��S？��‒「S」は「Sensor1-Wire」の略です。リレーは、指定された1-Wireセンサーから測定された値と「セットア
ップ-」で指定された範囲のルールからアクティブになります。

•��SMS�/��HTTP-このオプションを選択すると、SMSによってリレー出⼒をアクティブ化できます。
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7.2.4.1。センサーとアナログ⼊⼒

7.2.4。条件

「最⼩」と「最⼤」は、監視対象パラメータの動作範囲の境界を⽰します。��The

値が（Min��+��Hys）より⾼くなるか（Max��‒��Hys）より低くなると、観測されたパラメーターの範囲に戻ることが考慮されま
す。ヒステリシス（「Hys」）は、値がトリガーポイントを中⼼に変動するときに過度にトリガーされるのを防ぐために使⽤さ
れます。

すべてのセンサーについて、2種類のフィールドが表⽰されます。1つはトリガー条件（「最⼩」、「最⼤」、「⾼さ」）⽤
で、もう1つは必要なアクション⽤です。

このセクションは、センサー、アナログ、およびデジタル⼊⼒のトリガーおよびアラート条件のパラメーター化に使⽤されま
す。

「最⼤」トリガー条件は、値がトリガー設定値を超えたときに発⽣します。��「最⼩」トリガー条件は、値がトリガー設定値よ
りも低い場合に発⽣します。どちらの場合も、監視対象のパラメータが範囲外になります。
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